
　多細胞生物は１つの受精卵から出発して、多様な細胞を分化させ、複雑な体制を自律的に構築することができる。この形態形成と
呼ばれる過程がどのようにして成立しているのか、現在もわかっていない。形態形成の機構を明らかにする鍵のひとつとして、細
胞間相互作用が挙げられる。細胞はお互いに情報伝達することで、時間や位置情報を認識し合い、適切な挙動を行うと考えられる。
私たちは植物の維管束をモデル系として、細胞間相互作用の機構とその生物学的意義について研究を行っている。 
　維管束は、連続した位置にある細胞が分化することで形成され、導管や師管などの細胞が空間的なパターンに従って分化する。維
管束の分化過程では、隣り合った細胞間の相互作用によって、空間的・時間的な分化パターンが制御されることが示唆されている
が、その実体はよくわかっていない。そこで、ヒャクニチソウの木部分化培養系を用いて、細胞間相互作用の解析に適した培養方法
を確立し、この方法を用いることにより新規の分化誘導因子xylogenを明らかにした（Motose et al. 2001a, 2001b, 2004）。
Xylogen は脂質輸送ドメインを持つアラビノガラクタンタンパク質であり、木部分化を促進する活性を持つ。また、xylogen は分化
しつつある細胞から極性をもって分泌され、隣接した未分化な細胞を木部分化系路に引き込むことにより、維管束の連続性や網目
状のパターン形成に関与していることが示唆されている。 

図１．Xylogenの局在. 
A, B, C, D, ヒャクニチソウの茎頂付近の組織において抗 xylogen 抗体を用いて検出（A, B, 免疫組織化学法. C, D, 間接蛍光抗体
法）. 
E, F, 分化しつつあるヒャクニチソウ培養細胞を抗 xylogen 抗体を用いて間接蛍光抗体法により検出. 
（Motose et al. 2004, 2006） 

　Xylogen の局在・輸送システムを明らかにするため、xylogen と緑色蛍光タンパク質(GFP)の融合タンパク質を発現するシロイヌ
ナズナを作成し、その挙動を観察した。その結果、xylogen は細胞膜とエンドソームの間を往復すること、液胞に輸送されて分解さ
れるなど、ダイナミックな挙動を示すことが明らかになった。現在、xylogen の輸送を制御する因子について研究を進めている。 
　Xylogenは高分子の分化促進因子であるが、これとは別に、低分子の分化阻害因子が培地中に蓄積することがわかった。この因子
(TDIF)は、CLEペプチドの一種であることが示された（Ito et al. 2006）。最近、TDIFのレセプターが逆遺伝学的な手法により同定
された(Hirakawa et al. 2008)。 
　硫酸化ペプチドホルモンphytosulfokine (PSK) は、ヒャクニチソウの木部分化を顕著に促進する(Matsubayashi et al. 1999)が、そ
の作用機構は不明だった。ヒャクニチソウ木部分化系を用いて、PSKの役割について解析した結果、傷害により誘導されたPSKが
傷害応答を沈静化することにより、細胞を再分化経路に向かわせることが示唆された（Motose et al. 2009）。 
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